
珊

二
行

第
號
嘱

騰第

『
誓
學
研
究
』
三
十
五
年
（
朝
永
三
十
郎
・
高
坂
正
顯
・

中
井
正
一
・
服
部
英
次
郎
・
澤
鴻
久
敬
・
井
島
　
勉
）

別
冊
『
哲
學
研
究
』
総
飼
次
（
自
第
一
巻
釜
第
三
十
四
巻
）

道
徳
望
事
蟹
と
杜
會
望
事
實

未
開
批
野
饗

島　　臼

　　井
芳

夫　　術

論

理

性

山
内
得
立

整
轡
盤
夢
轟
譲
轍
取
羅
講
犠
箋
膿
二
害
鴇

（
毎
月
｝
閥
一
ヨ
爽
行
）

京都大撃文墨部内

京都哲學會



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
命
昌
は
廣
晶
義
に
お
け
る
折
口
學
の
研
究
と
ゆ
て
の
並
口
及
を
㎞
間
る

　
こ
と
を
目
納
と
す
る

一、

E
の
【
臼
的
の
た
め
に
次
の
蹴
黒
莱
を
押
打
ふ

の
　
嘉
月
…
同
研
究
曾
を
間
く

口
　
毎
年
公
開
講
演
曾
を
聡
く

日
　
毎
月
一
同
「
哲
撃
研
究
」
を
幾
行
ず
る

一
、
庫
會
の
寧
業
を
途
行
ず
る
牝
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
．

委
員
は
京
瀦
騨
大
雛
哲
墨
・
科
藪
湿
蹟
及
び
倭
員
禽
開
に
お
い
て
推
薦

　
し
た
者
に
委
囑
す
る

一
、
本
四
は
曾
二
親
織
と
し
、
會
員
に
は
賛
格
の
制
限
を
設
け

な
い
、
學
校
・
燗
嚢
鼠
搬
・
其
他
の
…
幽
欝
脚
は
…
幽
鼎
一
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
庵
で
琶
る

一、

�
�
ﾍ
曾
毅
と
し
て
年
五
脳
○
圓
、
叉
は
牟
年
二
七
〇
㎜
園

を
蔚
録
す
る

一
、
會
員
は
曾
誌
の
配
諦
を
受
け
、
會
誌
に
嶽
告
す
る
諸
種
の

行
購
に
禺
席
す
る
こ
と
が
で
選
る

一
、
本
會
は
購
務
翫
を
京
腫
大
學
丈
學
部
内
に
お
く

一
、
本
禽
規
約
の
改
正
墾
更
は
委
員
愈
の
決
議
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

井山矢三松野長田武高子薫蒸璽上臼有
　内N　尾田尾中内田原　程澤野井賀

㌦∴叉雅藁一太㌦㍊
勉立郎二三夫人郎範下郎夫古郎夫術郎



　
ア
ナ
ロ
ギ
ア
の
論
理
藍
に
つ
い
て
は
叉
…
捌
に
譲
じ
た
い
、
こ
の
稿
の
執
蟻
後
に
旨
鴛
⇒
o
鰺
鳴
・
〉
二
（
帯
耀
頃
。
鐸
一
↓
ゲ
ぐ
胴
切
。
督
急
。
悔
鵠
㌫
づ
ケ
登
を
欝
晒
む
機
愈
に
．

憲
ま
れ
て
得
る
と
こ
ろ
が
鞍
だ
多
か
っ
た
，
命
は
た
Ψ
こ
の
識
難
の
諭
灘
牲
と
歴
史
的
な
る
擢
澱
づ
け
と
を
試
か
る
に
止
め
た
の
で
あ
る
。

蘭號鼠
皮
郵
恩
惣
に
一
於
け
る
露
嬬
と
必
然
；
：

危
露
語
W
學
の
・
撒
威
と
》
㌧
の
隅
膳
照
…
（
欲
前
）
：

　
一
鶴
恢
前
湘
期
フ
ラ
ン
ス
滅
期
史
論
1

兜
灘
心
理

の
近

A覇

ftn

v

のへ

一1
愚ゲ
程ル
　に
　於
　け
　為
　入
　倫

　の
　成
　繊

重
出
　
俊
郎

樋
．
兀
　
瀦
一

…
序
姻
　
　
豊

曳

87

論
　
　
理
　
性

　
九



浬87

つ
て
く
れ
て
み
る
の
は
，
、
初
め
に
小
田
裁
現
驕
酪
講
師
、
現
蕉
は
哲
謄
数

黛
の
搬
村
勉
助
手
で
あ
り
、
庶
務
曹
計
は
坦
繭
か
ら
出
丙
得
党
教
擾
の
資

任
の
下
に
上
野
照
央
講
師
が
据
欝
し
て
を
ら
れ
る
。

　
古
く
麓
い
簿
統
を
謹
る
こ
と
は
、
淡
し
て
客
易
な
蜘
栖
で
ほ
な
い
。
翻

先
號
に
よ
っ
て
繭
染
か
れ
た
孤
高
な
る
縢
術
釣
水
準
を
堅
持
ナ
る
こ
と
と
、

一
般
購
蹴
膚
泌
川
の
櫨
讐
耀
」
に
雁
聯
へ
る
こ
と
と
の
…
調
節
に
、
蜘
巾
に
意
を
隅
川
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
編
輯
の
根
本
方
針
は
、
糊
承
し
た
ま
ま
徹

跡
食
し
て
み
る
。
た
だ
折
に
ふ
れ
て
墨
界
の
厩
麟
な
載
ぜ
、
資
柵
あ
る
溢

評
の
類
を
ふ
や
し
て
、
譜
春
の
便
釜
に
供
ナ
る
こ
と
と
し
た
。
外
國
の
羅

界
と
の
聯
繋
を
意
麟
し
て
、
英
女
の
要
旨
を
掲
載
し
始
め
た
が
、
・
ず
で
に

　
部
の
好
意
あ
る
反
纏
を
得
て
み
る
。

　
隊
丁
術
…
繭
瞭
の
使
命
か
ら
野
山
へ
て
、
離
…
瀟
撰
徽
に
翻
閣
限
を
脳
澱
け
る
こ
と
ほ
滴
　

欝
で
ほ
な
い
。
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
頁
獅
〔
の
三
三
猷
倒
を
最
大
限
に
活

嗣
す
る
た
め
に
は
、
特
別
…
の
場
含
を
除
い
て
、
で
き
る
だ
け
塾
畿
　
を
瀧
一
け

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
っ
た
。
　
一
貰
も
早
く
か
か
る
制
約
が
除
去
さ
れ
る

晒
槻
二
一
の
到
來
が
得
臓
さ
れ
る
け
れ
ど
感
、
贈
分
の
蘭
凹
、
寄
翻
輌
諸
域
の
御
協

力
を
期
待
し
た
い
。

　
現
今
の
避
溢
宝
勢
下
に
、
顯
…
鯛
の
乏
し
い
塔
鞠
の
純
學
繕
難
…
勲
鱒
を
維
持

す
る
こ
と
は
、
・
も
し
磯
締
厨
弘
文
堂
溢
房
の
理
解
と
寛
容
が
な
け
れ
ば
、

殆
ど
不
可
能
に
漉
い
。
特
に
附
翻
…
し
て
謝
意
を
褒
し
た
い
と
思
ふ
。
　
即
惣

學
研
究
緬
は
京
都
哲
雛
曹
の
機
關
誌
で
あ
る
が
、
箪
な
る
京
大
糎
畢
科
の

溺
人
誌
で
は
な
い
。
垂
國
酌
な
規
模
に
お
い
て
、
贋
義
の
醤
離
籍
究
に
從

纂
す
る
す
べ
て
の
人
々
に
交
持
さ
れ
て
、
醤
雛
鼻
の
獲
展
に
質
鰍
す
べ
き

光
藁
あ
る
使
命
を
有
し
て
み
る
。
そ
の
蓬
威
の
た
め
に
、
大
方
の
御
援
助

『
黄
雛
醗
厚
飼
灘
十
蹴
年

が
餅
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
。

一
一
九
混
一
・
一
・
∴
0
1

介三

瀬
内
　
穏
立

臼
　
弾
　
慎
　
髭

篭

芳
　
央

朝
永
鴇
…
十
郎

ltll

坂

Ill三

目

簸
一
・
井
正
一

載

東
都
大
轟
文
築
三
（
哲
　
雛
）
敏
授

文
學
膵
漁

東
都
大
横
文
學
部
（
学
徳
學
）
教
授

丈
舷
博
ま

京
都
大
學
女
二
塁
（
倫
難
學
）
敏
授

女
離
博
士

京
都
大
畢
文
墨
部
（
西
洋
醤
學
史
）

丈
三
州
漁
　
　
　
　
　
　
名
酒
教
授

元
窟
都
大
赦
人
女
科
墨
斑
究
獅

文
駆
博
壷
　
，
　
　
（
哲
學
）
　
敏
授

國
立
話
愈
隅
欝
二
三
館
畏

服
蔀
英
次
郊
　
　
姦
古
健
気
雛
文
撃
郎
（
呂
調
）
数
授

澤
　
灘
　
久
　
敬

．
　
井
　
　
島

勉

穴
阪
大
畢
女
墨
藩
（
哲
　
學
）
歎
授

建
都
大
山
丈
畢
部
（
美
礁
・
美
術
更
）

岩
蟹
博
漁
　
　
　
　
　
　
敏
授

＝
九



盒回

告

一
、
本
禽
疑
へ
入
倉
希
望
の
方
は
論
尽
都
布
左
｛
尿
湿
田
巾
一
四
濡
町
噌
弘

論
メ
窒
・
内
山
泉
抽
獅
哲
學
奮
同
篠
拭
苑
に
規
定
の
曾
費
を
お
沸
舗
込
下
さ
い

「
振
赫
口
座
京
都
剛
九
五
五
六
番
　
京
都
哲
學
會
」

岡
、
煎
金
切
れ
の
揚
合
は
鞘
封
に
溺
金
切
」
の
即
を
捺
し
ま
す

か
ら
直
ち
に
御
沸
込
下
さ
い

一
、
倉
縞
貝
の
輔
居
入
浪
倒
曾
等
（
編
焦
叩
蹴
務
以
外
の
一
切
）
の
蜘
務

は
弘
磁
久
三
内
詣
訊
都
哲
學
倉
【
係
へ
獅
　
｝
迎
知
遇
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
驕
す
る
蓮
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
難
誌
蝶
は
す

べ
て
本
愈
宛
に
お
逸
り
下
さ
い

京
都
大
學

虫
學
部
内

京
都
哲
學
會

右
文
　
規
定

一、

ｺ
巨
員
以
外
の
購
禦
一
一
哨
の
豊
艶
靴
貼
一
久
及
び
置
引
告
に
悶
四
す
る
件
は

「
弘
ガ
〈
堂
〔
へ
御
南
引
込
、
T
さ
い

一
、
本
難
贈
の
細
胃
靴
貼
山
田
は
す
べ
て
代
金
郵
岬
穐
菰
ハ
前
金
に
て
お
逡
り

下
さ
い

一
、
特
K
請
求
書
及
び
島
牧
漁
H
等
を
要
す
る
場
合
は
郵
雰
八
圓

を
お
逡
り
下
さ
い

昭昭
騨和

十十
六六
ali年

月
廿
五
日
印
刷

月
～
日
濫
行

編
集
入

嚢
行
人

印
土
人

印
溺
所

獲
行
所

　　　ぬ＝＝代　 尽
　　京
　　都都
村　大
　　　學哲

　　　學學

　　　郡
勉　Pt會

灌
　
　
井
　
　
　
　
明

冤
京
篇
予
代
田
聯
田
駿
河
甑
眠
ノ
四

鈴
　
　
鹿
　
　
幸
　
　
保

京
都
市
鐵
申
西
浦
町
四
〇

弘
丈
堂
印
醐
部

京
綿
市
田
中
潮
浦
町
四
〇

會株

融式

纂弘
薦

1文
譲

謹堂

定便

冊

数

定
　
　
償

一

冊

掴
十
五
圓

郵
　
　
稔

［
金
三
　
暇

菱
塁
丁
青
‡
暴
落
八
圓

申
瓢
紐
（
前
金
〉

吾
準
旦
奎
ま
面

（軸㎜

N
叉
は
㎜
4
3
毎
に
締
算
い
た
し
ま
す
）
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